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はじめに

はじめに

本手順書は、2014年4月1日からの消費税税率変更対応時の設定変更マニュアルです。
本手順書では、東芝テック株式会社で提供しているFS-87ｵｰﾀﾞｰｽﾄﾘｰﾑ21
のPOSおよびツールにおける設定基本操作が可能である事を前提に説明します。

上記の基本操作が分からない方は、先ず同梱されている設定マニュアルをご確認くださ
い。

設定変更を行う前に必要に応じ、設定データのバックアップを行ってください。

(変更履歴)
2014/01/23　　　新規　第１版発行
2014/03/10　　　第２版発行
                               「設定変更フローチャート」、　「付録1－1　設定変更
                             チェックシート」に文言を修正追記
                             ４-6 レシート印字／POS表示名称（POS表示名称設定）
                                       外税記号(No.97）(誤)→(No.99）(正)
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設定変更フローチャート

ＰＯＳで直接変更 設定ツールを利用 

税種変更 

単価変更 

自動釣銭機 

税率変更 

収入印紙 

限度額変更 

2014／3／31精算後、4／1開局前のみ 

設定変更可能（必須） 

※マニュアル第１章を参照 

設定データの

POS・オーダー

エントリーへの 

反映 

※ＰＯＳ版のマニュアルを参照 

チェックシート 

実機確認 

税種変更 

単価変更 

税率変更 

収入印紙 

限度額変更 

設定データの

POS・オーダー

エントリーへの 

反映 

チェックシート 

作業終了 

2014／4／1以前でも設定変更が可能 

但し、POSへの反映は2014／3／31精算 

後、4／1開局前のみ可能（必須） 

2014／4／1以前でも設定変更が可能 

（店舗の運用による）  

※マニュアル第４章～第５章を参照 

※マニュアル第２章～第３章を参照  

※マニュアル第６章を参照 

※付録１－１変更チェックシートを参照  

作業準備 

現行設定確認 

※設定の変更は、POSで直接変更 

 或いは設定ツールを利用し実施の 

 どちらの方法でも構いません。  

※税種の変更有無、単価の変更有無等は 

  事前にお客様にて決めて頂く必要があります。 

※ＰＯＳ版のマニュアルを参照

※ＰＯＳ版のマニュアルを参照

※ＰＯＳ版のマニュアルを参照

2014／4／1以前でも設定変更 

（外税運用への切替）が可能 

（設定変更後即反映されます） 
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本章では、POSの現行設定について確認します。

第１章　現行設定確認
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1-1　現行設定の確認

①現行レシートに【内】、【内税】、【消費税　等】
が印字されているか印字内容を確認し、下記
□にチェックします。

【内】印字　 ある□　　ない□
【内税】印字 ある□　　ない□
【消費税　等】印字　 ある□　　ない□

②現行取引別レポートに【外税】が印字されて
いるか印字内容を確認し、下記
□にチェックします。

※外税運用をしない場合は、本作業は不要
です。

【外税】印字 ある□　　ない□

③現行会計伝票に【外税】が印字されているか
印字内容を確認し、下記空欄にメモします。

※外税運用をしない場合は、本作業は不要
です。

※オーダーエントリーシステムを使ってない
場合は、本作業は不要です。

【外税】印字 ある□　　ない□

＜税種「税ステータス無し」設定＞
メニュー、部門それぞれに持つ税ステータスが
「無し」と設定されている場合、
【５．ＳＥ設定】→【４．ＰＯＳオプション】→
【４．消費税オプション】において
「ステータス無し全メニューの課税対象」において
一律で非課税／課税１～課税５のどれとするか
設定できます
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本章では、POSの消費税税率を５％から８％に変更する設定について説明します。

本設定は、お客様の内税、外税運用に関わらず、2014年４月１日営業日から適用が必須です。

第２章　消費税税率変更について
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2-1　消費税税率変更

本手順では、消費税税率の変更手順
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪システムメンテナンス≫を押下します。

③≪税金／奉仕料≫を押下します。

④【消費税】タブの課税1～課税5に[0800]を
入力します。値が8.00％になる事を確認します。

※奉仕料の税種は、課税５を参照します。
※奉仕料の運用方式が外税の場合は、
　　課税５で[外税]を選択します。
※奉仕料の運用方式が内税の場合は、
　　課税５で[内税]を選択します。
［2-1消費税税率変更］で設定して下さい。

（注）V5.0（総額表示対応）以前は課税１～５で
　　最初に見つかった外税で計算されます。
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2-1　消費税税率変更

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑥課税１～課税５の種別を確認し、下記に
○で囲みます。

【課税１】　外税／内税
【課税２】　外税／内税
【課税３】　外税／内税
【課税４】　外税／内税
【課税５】　外税／内税

⑦『終了』を押下します。
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本章では、POSの収入印紙発行限度額を30,000円から50,000円に変更する設定について説明
します。

本設定は、お客様の内税、外税運用に関わらず、2014年４月１日営業日から適用が必須です。

第３章　収入印紙限度額変更について
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3-1　収入印紙発行限度額変更

本手順では、収入印紙発行限度額の変更手順
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪POSメンテナンス≫を押下します。

③≪印紙・暗証Ｎｏ.・ｶｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ≫を押下します。

印紙ﾚｼｰﾄおよび印紙ﾒｯｾｰｼﾞ印字領収証を発行
する最低金額を入力します。

④金額に[50000]を入力します。

（注）
[0] ゼロを入力すると印紙ﾚｼｰﾄ発行無となります。
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3-1　収入印紙発行限度額変更

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑥『終了』を押下します。
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本章では、POSの税種を変更する場合の設定について説明します。

本設定は、店舗の運用に合わせて、2014年４月１日以前でも設定変更可能です。

席料運用を行わない場合は、≪４－５　席料税ステータス変更≫は作業不要です。

奉仕料運用を行わない場合は、≪４－４　奉仕料オプション変更≫及び
≪４－８　テーブルマスタ奉仕料税種変更≫は、作業不要です。

オーダーエントリーシステムを使用しない場合は、≪４－９　会計伝票（ＣＣＰフォーマット）
外税印字設定変更≫は、作業不要です。

第４章　税種変更について
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４－１　部門税種変更

本手順では、部門の税種変更手順
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪ＯＥＳユーザー設定≫を押下します。

③≪部門テーブル≫を押下します。

④対象部門を選択し、【税ステータス】タブを
押下し、選択します。

※税ステータスは、［2-1消費税税率の変更手順］
でメモした種別を参照します。

※例：課税1が外税の場合、課税1を選択します。
※対象部門をすべて、変更します。

（注）　［なし］は、
［４－３ 税種ｵﾌﾟｼｮﾝ］の設定内容に従います。
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４－１　部門税種変更

⑤『ﾒﾓﾘ確定』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。
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４－２　メニュー税種変更

本手順では、メニューマスタの税種変更手順
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪メニュー関連≫を押下します。

③≪メニュー設定≫を押下します。

④対象メニューを選択し、『編集』を押下します。
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４－２　メニュー税種変更

⑤【詳細2】タブを押下し、税ステータスを
を選択します。
※税ステータスは、［2-1消費税税率の変更手順］
でメモした種別を参照します。

※例：課税1が外税の場合、課税1を選択します。
※対象メニューをすべて、変更します。

（注）　［無し］は、
［４－３ 税種ｵﾌﾟｼｮﾝ］の設定内容に従います。

⑥『メモリ確定』を押下し、確認画面で『はい』を
押下します。

⑦『終了』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。
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４－３　税ステータスオプション変更

本手順では、税ステータス［無し］と設定
されている部門及びメニューの税種の設定方法
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪POSｵﾌﾟｼｮﾝ設定≫を押下します。

③≪消費税ｵﾌﾟｼｮﾝ設定≫を押下します。

④部門及びメニュー設定で「税ステータス」が
「無し」に設定されている部門及びメニューの
課税区分をここで選択します。
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４－３　税ステータスオプション変更

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑥『終了』を押下します。
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４－４　奉仕料計算方式

本手順では、奉仕料計算方法を変更する場合
の手順について説明します。
※奉仕料運用を行わない場合は、本作業は
不要です
①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪POSｵﾌﾟｼｮﾝ設定≫を押下します。

③≪奉仕料／特消税ｵﾌﾟｼｮﾝ設定≫を押下します。

④奉仕料計算を「小計」を対象として計算するか
「内税抜き」金額をを対象に計算するか
選択してください。

※計算された奉仕料の税種は、課税５を参照します
※奉仕料の運用方式が外税の場合は、
　　課税５で[外税]を選択します。
※奉仕料の運用方式が内税の場合は、
　　課税５で[内税]を選択します。
［2-1消費税税率変更］で設定して下さい。

（注）V5.0（総額表示対応）以前は課税１～５で
　　最初に見つかった外税で計算されます。
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４－４　奉仕料計算方式

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑥『終了』を押下します。
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４－５　席料税種変更

本手順では、席料の税ステータスの変更手順
について説明します。
※席料運用を行わない場合は、本作業は
不要です

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪システムメンテナンス≫を押下します。

③≪税金／奉仕料≫を押下します。

④【席料】タブを押下し、税ステータスを選択
します。

※席料の税ステータスは、店舗の運用に
より異なります。

※税ステータスは、［2-1消費税税率の変更手順］
でメモした種別を参照します。

例：席料を外税方式に運用する場合は、課税1
から課税5の税ステータスで外税の課税を選択
します。
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４－５　席料税種変更

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑥『終了』を押下します。
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４－６　レシート印字／POS表示名称

本手順では、レシート印字の税種変更手順
について説明します。
＜レシート印字名称設定（確認）＞

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪ＰＯＳメンテナンス≫を押下します。

③≪印字／表示名称≫を押下します。

④外税対象額(No.22）、外税(No.23）、外税記号
(No.99）の名称を確認します。

※［2-1消費税税率変更］でメモした
課税種別を確認し、課税1が外税だった場合は、
外税対象(No.22）に［外税対象額］を入力します
外税(No.23）に［外税］を入力します。
外税記号(No.99)に[外]（又は［　］）を入力します。

該当項目を選択し、【編集】を押下して
入力してください。
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４－６　レシート印字／POS表示名称

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

『終了』を押下します。

＜レシートへの外税印字（確認）＞
⑥≪ＰＯＳオプション設定≫を押下します。

※外税額は設定によらず常に印字します。

⑦≪レシート印字オプション≫を押下します。

⑧【レシート印字　３】を選択します。

必要に応じて印字項目を選択します。

※　外税額は設定によらず常に印字します
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４－６　レシート印字／POS表示名称

⑨『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑩『終了』を押下します。
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４－７　取引別名称設定

本手順では、取引別レポートの税種（外税）印字
手順について説明します。

※［1-1現行設定の確認］②で【外税】の印字が
ある場合は、本作業は不要です。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪ＰＯＳメンテナンス≫を押下します。

③≪取引別レポート印字名称≫を押下します。

2
④各項目を選択後【編集】を押下します。

※各項目の“名称” と “印字対象”を
必要に応じて設定します。
No.28　課税１額 No.69　課税１対象額
No.29　課税２額 No.70　課税２対象額
No.30　課税３額 No.71　課税３対象額
No.31　課税４額 No.72　課税４対象額
No.32　課税５額 No.73　課税５対象額
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４－７　取引別名称設定

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。
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４－８　テーブルマスタ奉仕料税種変更

本手順では、テーブルマスタの奉仕料税種
変更手順について説明します。
※奉仕料運用を行わない場合および
深夜料自動計算運用の場合は、
本作業は不要です
①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪ＯＥＳユーザー設定≫を押下します。

③≪テーブルマスタ≫を押下します。

③各テーブルの【奉税区分】を確認します。
（奉仕料無し、奉１、奉２）
※奉仕料の税ステータスは、店舗の運用に
より異なります。必要に応じ変更します。
※奉仕料の税種は、課税５を参照します
※奉仕料を外税方式に運用される場合は、
[奉1]を選択し、税率変更手順で課税5を[外税]
に設定します。
※奉仕料を内税方式に運用される場合は、
[奉1]を選択し、税率変更手順で課税5を[内税]
に設定します。
（注）V5.0（総額表示対応）以前は課税１～５で
　　最初に見つかった外税で計算されます。
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４－９　会計伝票（ＣＣＰフォーマット）
外税区分枠追加

本手順では、会計伝票(CCP)の税種（外税）
印字手順について説明します。

※［1-1現行設定の確認］の③で会計伝票に
【外税】の印字がある場合は、
本手順の作業は不要です。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪ＯＥＳメンテナンス≫を押下します。

③≪CCPフォーマット設定≫を押下します。

④【名称設定】タブを押下し、税1記号～税5記号
の名称を確認します。

※［2-1消費税税率］の変更手順でメモした
　　種別を参照します。
課税1が外税だった場合は、税1記号に[外]を
入力します。
課税2が内税だった場合は、税2記号に[内]を
入力します。

※税１記号～税５記号をすべて変更します。
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４－９　会計伝票（ＣＣＰフォーマット）
外税区分枠追加

⑤『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

※ここからは
会計伝票の「合計」を印字している行に「外税」を
印字するように変更する場合の
手順を示します。

＜概略＞
１）「合計」印字の設定内容を確認
２）「小計」印字の設定内容を確認
３）「合計」印字行に「外税」を設定
　行NOは「合計」の値-1、ｶﾗﾑは「小計」の値とする
４）「合計」印字行以下を下げる
５）罫線を延ばす

⑥【支払情報】タブを押下し、【合計名称】を選択
します。
⑦【合計名称】の設定内容を確認します。
【行：】【桁：】【属性：】の値を空欄にメモします。

【行：】　　　【桁：】　　　【属性：】　　　　　　　　　　。
例)合計名称
【行：】　３　【桁：】　２０　【属性：】縦４横倍

⑧【小計名称、金額】の設定内容を確認します。
【行：】【桁：】【属性：】の値を空欄にメモします。
小計名称
【行：】　　　【桁：】　　　【属性：】　　　　　　　　　　。
小計金額
【行：】　　　【桁：】　　　【属性：】　　　　　　　　　　。

例)小計名称
【行：】　０　【桁：】　２０　【属性：】縦倍横倍
例)小計金額
【行：】　０　【桁：】　５０　【属性：】縦倍横倍
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４－９　会計伝票（ＣＣＰフォーマット）
外税区分枠追加

⑨【外税名称】を選択します。

【行：】に⑦でメモした値-1を入力します。
【桁：】【属性：】に⑧でメモした値を入力します。

【左右詰め：】で[右詰め]を選択します。
【名称：】に[外　　税]を入力します。

例)外税名称
【行：】　２　【桁：】　２０　【属性：】縦倍横倍

⑩外税名称下の【金額】を選択します。

【行：】に⑦でメモした値-1を入力します。
【桁：】【属性：】に⑧小計金額でメモした値を
入力します。
【左右詰め：】で[右詰め]を選択します。

例)外税金額
【行NO】　２　【ｶﾗﾑ】　５０　【属性】縦倍横倍

⑪【合計名称】を選択します。

【行：】に[⑦でメモした値＋1の値]を入力します。

例)合計名称
【行：】　４　【桁：】　２０　【属性：】縦４横倍

⑫合計名称下の【金額】を選択します。

【行：】に[⑦でメモした値＋1の値]を入力します。

例)合計金額
【行：】　４　【桁：】　２８　【属性：】縦４横倍

※ここからは
「外税」行を追加したので縦罫線を１行分
延ばします
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４－９　会計伝票（ＣＣＰフォーマット）
外税区分枠追加

⑬【縦罫線】タブを押下し、【支払情報部縦線1】
を選択します。

【終了行：】の値を空欄にメモします。

【終了行：】　　　。

【終了行：】の[⑬でメモした値＋1の値]を入力
し、上書きします。

⑭【支払情報部縦線2】を選択します。

【終了行：】に値が入っている場合は、上記
⑬で入れた値と同じ数値を入力し、上書きし
ます。

※【支払情報部縦線2】～【支払情報部縦線10】
を順次確認し、⑬と同じ操作をします。

⑮【メッセージ】タブを押下し、【ｺﾏｰｼｬﾙﾒｯｾｰｼﾞ】
【1行目】を選択します。

【行：】の値を空欄にメモします。

【行：】　　　。

【行】の値が[0]の場合は、⑰に進んでください。

【行：】の値が[0]以外の場合は、[⑮でメモ
した値＋1の値]を入力し、上書きします。

⑯【ｺﾏｰｼｬﾙﾒｯｾｰｼﾞ】の【２行目】～【5行目】
を順次確認し、行に0以外の値が入っている
場合は、[＋1の値]を入力し、上書きします。

行に[0]が入っている場合は、そのままに
します。
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４－９　会計伝票（ＣＣＰフォーマット）
外税区分枠追加

⑰『保存』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。

⑱『終了』を押下します。
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本章では、単価変更の設定について説明します。

本設定は、店舗の運用に併せて、2014年４月１日以前でも設定変更可能です。

第５章　単価変更
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５－１　部門　単価変更

本手順では、部門マスタの単価変更手順
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪ＯＥＳユーザ設定≫を押下します。

③≪部門テーブル≫を押下します。

④対象部門を選択し、『編集』を押下します。
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５－１　部門　単価変更

⑤【ｽﾃｰﾀｽ１】タブを押下し、単価を入力します。

※対象部門をすべて、変更します。

⑥『メモリ確定』を押下し、確認画面で『はい』を
押下します。

⑦『終了』を押下し、確認画面で『はい』を
押下します。
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５－２　メニュー　単価変更

本手順では、メニューマスタの単価変更手順
について説明します。

①≪設定データメンテナンス≫を押下します。
※グループコードと店舗コードを選択して
【実行】を押下します。

②≪メニュー関連≫を押下します。

③≪メニュー設定≫を押下します。

④対象メニューを選択し、『編集』を押下します。
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５－２　メニュー　単価変更

⑤【簡易】タブを押下し、単価を入力します。

※対象メニューをすべて、変更します。

※サブ単価がある場合は、【詳細1】タブを
押下し、【サブ単価】を入力します。

⑥『メモリ確定』を押下し、確認画面で『はい』を
押下します。

⑦『終了』を押下し、確認画面で『はい』を押下
します。
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５－３　ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾒﾆｭｰ　単価変更
（※ＰＯＳで変更）

本手順では、ＰＬＵマスタの単価変更手順
について説明します。

≪鍵位置－設定≫

①『１．.ユーザー設定』を選択してください。
　（［１］を押下する）

②１３．　バーコードテーブル　を選択します。

③対象商品を選択し、部門にリンクしているか
画面で確認します

※ＪＡＮコードと部門コードを結びつけた場合は、
この画面上の単価を変更します。

※ＪＡＮコードとメニューコードを結びつけた場合
そのメニューテーブルのリンク部門、単価で
登録されます。但し、単価が本設定で入力
されていれば、その単価が優先されるので
この画面上の単価を変更します。

※対象ＰＬＵをすべて、変更します。

この業務は、ＰＯＳで直接行ってください。 

『設定ツール』にはありません。 

 

下記は、ＰＯＳでの操作方法です。 
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本章では、設定変更した設定データのPOS・オーダーエントリーへの反映について説明します。

第６章　設定データのPOS・オーダーエントリーシステムへの反映
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６－１　設定データの保存／復元／配信

本手順では、設定データのＦＤＫへの保存と
ＰＯＳでの復元について説明します。

●設定データのＦＤＫへの保存手順
①≪ＦＤセーブ≫を押下します。

②グループコードと店コードを選択して
　　『実行』を押下します。

※予約ファイルがある場合は、予約ファイル
　　もＦＤＫに保存されます。

●設定データのＰＯＳへの復元
ここからは、ＰＯＳでの作業になります。

※ＰＯＳへの復元は、営業終了後（精算後）
　　或いは開局前に実施してください。

③設定保存ＦＤをドライブにセットして
　　鍵を『設定』に回して下さい。
　『9.設定復元』を選択してください。
　（［９］を押下する）

④『１．全設定』を選択して実行してください。
　（［１］［預／現計］［預／現計］と押下する）

※復元が開始され、③の画面に戻ります。

予約ファイルがある場合は
　『９.設定復元』を選択して
　（［９］を押下する）
　『５．予約設定』　を選択してください。
　（［５］［預／現計］［預／現計］と押下する）

※復元が開始され、③の画面に戻ります。
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６－１　設定データの保存／復元／配信

●ｵｰﾀﾞｰｽﾃｰｼｮﾝに設定内容を送信します。
⑤鍵を「業務」に回して『６．配信業務』を
選択してください。
　（［６］を押下する）

⑥『３．設定データローディング』を選択する。
　　（［３］［預／現計］を押下する）

⑦『５．全設定』を選択して実行して下さい。
　（［５］［預／現計］［預／現計］と押下する）

※約６０秒後、左記画面が表示されます。
⑧［預／現計］で⑦の画面に戻りますので
　　［取消］［終了］と押下して下さい。

●終わりましたら、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに設定内容
　を送信して下さい。
※ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ側での操作になります。
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６－２　予約作成

本手順では、予約ファイルの作成手順について
説明します。

①≪予約ファイル作成≫を押下します。

②グループコードと店コードを選択して
予約日付を西暦の８桁で入力してください。
＜例＞
ＹＹＹＹＭＭＤＤ⇒YYYY年MM月DD日の開店業務で
　　　　　　　　　　　ＰＯＳに取り込まれます。
００００００００　⇒翌日開店でPOSに取込まれます。
９９９９９９９９　⇒マニュアル操作で取込まれます。

③『実行』を押下することで、予約ファイルが作成
されます。
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付録１-1　設定変更チェックシート

付録１　設定変更確認について
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担当者氏名：

   日　付   ：

1．消費税税率を５％から８％に変更又は確認しました（必須）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

2．収入印紙発行限度額を30,000円から50,000円に変更又は確認しました（必須）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

3．部門の税種（内税、外税）を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

4．メニューの税種（内税、外税）を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

5．税ステータスオプションを運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

6．奉仕料の税種（内税、外税）を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・□

7．席料の税種（内税、外税）を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

8．レシートの印字内容を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□
　（内マーク印字、外マーク印字、内税印字、外税印字、消費税　等印字）

9．取引別精算ﾚﾎﾟｰﾄに税（内税、外税）印字を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・□

10．テーブルマスタの奉税区分を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

11．会計伝票に外税印字を運用に合せて追加又は印字を確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

12．部門の単価を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

13．メニューの単価を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

14．バーコードの単価を運用に合せて変更又は確認しました。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

注意点：
・項目1～2については、2014年4月1日(火)営業日からの適用が必須です。
・項目3～1４については、店舗の運用に合せて2014年4月1日(火)以前の適用（運用の切替）
   が可能です。
　※POSで直接設定変更を行った場合は、設定が即反映されます。
　※オーダーエントリーシステムや子機がある場合は、必ず設定配信を行ってください。

消費税増税関連設定変更チェックシート
（FS-87／オーダーストリーム２１版）
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